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宇
野
木

洋

・
松
浦
恒
雄

編

中
国
二
〇
世
紀
文
学
を

学
ぶ
人
の
た
め
に

〈世
界
思

想
社

・
二
〇
〇

三
年

六
月

〉

ま
ず

「
二
〇
世
紀

文

学

」

と

い
う
耳
慣

れ

な

い
名
称

が

目

を
引

く
本

で
あ

る
。
「近

現
代

文
学

」

で

は
な
く

こ
れ
を

用

い
た

こ
と

に

つ

い
て

は
、

編
者

が
解

説

し

て

い
る
。

中

国

で

は

ア

ヘ
ン
戦

争

・
五

四
運

動

・
中
華

人
民

共

和

国

と

い
う
政

治

的
事

件

を

近
代

・
現
代

・

当
代

の
区
切

り

と
し

て
お
り
、

日
本

語

の
イ

メ
ー
ジ

と

は
ズ

レ
が

あ

る
。

そ

こ
で
あ

え

て

「中

国

二
〇

世
紀

文

学

と

い
う

枠
組

み
を

設

定

」
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
そ

の

「文

学
動
向

を
ト

ー
タ

ル

に
把

握

し

よ
う
」

と

し
た

の

で

あ

る
。

本
書

と

同
じ

シ
リ
ー
ズ

中

の

『中

国

文
学

を
学

ぶ
人

の
た

め

に
』

は
、
古

典
文

学

に
関

し

て
、

王
朝

に
よ

っ
て
断

代

す

る
文

学

史
を
再

考

す

べ
き
時

期

に
来

て

い
る
と
指
摘

す

る
。

文

学
と

政
治

と

が
不
可

分

と
さ

れ

る

中
国

の
文

学

に
対

し

て
、

政
治

的
基

準

に
基

づ
く
時

期

区
分

の
問

い
直

し

や
、

そ
れ

を
越

え

る
連
続

性

へ
の
志

向

は
軌

を

一
に
す

る
も

の
で
あ

る
。

本
書

は
三
部
構

成

と

な

っ
て

い
る
。

パ
ー

ト
ー

「
コ
ン
パ

ク
ト

・
中
国

二
〇

世

紀

文

学
史

」

は

二
五

年

ご
と

に
区
切

っ
て
概

説

す

る
。

パ

ー
ト

2
お

よ
び
付

録

の
年
表

と

相

互

に
補

足

し
あ

う
と

い
う
仕

掛

け
と
な

っ

て
い
る
。

パ
ー
ト

2

は
各

論

で
、
標
題

は
以
下

の
通

り
。二

〇
世

紀
前

半

の
理
論

と
制

度

"
制
度

と

し

て

の
近

現
代

文

学

二
〇
世
紀

後

半

の
理
論

と
制

度

"
「統
治

」

の
枠
組

か
ら

「解
読

」

へ
向

け
た
模

索

の
営

為

へ
1

対

抗
軸

と

し

て

の
政
治

・

欧
米

理
論

・
コ

マ
ー

シ

ャ
リ

ズ

ム

ニ
○
世

紀
前

半

の
詩

"
現
代

詩

の
生
成
-

詩

律

の
変

遷

と

モ
ダ

ニ
ズ

ム

ニ
○
世

紀
後

半

の
詩

"
詩

の
復
権

-
中

国

現
代

詩

の
沃

野

二
〇
世

紀
前

半

の
小

説

"
"
救
国

"
と

"
通

俗

"

の
相

克

二
〇

世
紀

後

半

の
小

説

"
「
書

く
」

こ
と

の
意

味
i

二
〇
世

紀
後

半

の
中
国

小
説

二
〇
世
紀

の
演
劇

"
二
〇
世

紀

の
京

劇

と

梅

蘭
芳

パ
ー

ト
3

は
ト

ピ

ッ
ク
ご

と

の
短

い
文
章

で
構

成

さ
れ
、

そ

れ
ぞ

れ
日
本

、
満

洲
、

日

本

の
統
治

下

お
よ
び

そ

の
後

の
台
湾

、

日
本

の
占

領
下

に
あ

っ
た
香
港

・
上

海
、

あ

る

い

は
九

〇
年

代

に

ア
メ
リ

カ
や

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で

発
表

さ

れ
た
作

品

を
取

り
上
げ

る
。

二
〇

世

紀

が
中
国

に
と

っ
て
激
動

の
百

年

だ

っ
た

こ

と

を
示

す
と

と
も

に
、

日
本

と

の
関

係

を
改

め

て
考

え
さ

せ
ら
れ

る
七
篇

が
収
録

さ
れ

る
。

写

本

か
ら
印

刷

出
版

へ
の
変

化

を
古
典

は

経

験

し

た
が

、

二

〇
世

紀

は
新

聞

、

雑
誌

、

映
画

、

V
C

D
と

目
覚

し

い
媒
体

の
増
加

を

経
験

し
、

さ

ら

に
現
在

も
経

験
中

で
あ

る
。

そ

れ

は
作

品

の
受
容

層

を
拡

大
変

化

さ

せ
、

作
家

に
新

し

い
言

葉

を
模
索

さ

せ
、
作
家

と

読
者

の
関
係

を
変

化

さ
せ

る
。
本
書

中

随
所

に
見
え

る
劇
的

と
も

言
え

る
具
体

相

は
、
現

在

へ
の
示
唆

に
も
富

む
も

の
で
あ

る
こ
と

を

最

後

に
付

け
加

え
た

い
。

(松

尾
肇

子

)
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